
学校で学べる環境にいる子どもたちに“ 学ぶ目標 ” を安心して
学べる環境にない子どもたちに“学ぶ環境（学校給食）” をプレゼントする。
社会の課題を子どもたち自身で考え、企業が子どもたちの活動を応援する。

まなび、デジタル、SDGs
毎日の学習で世界は変わる

ドリル問題を解く

正解すると 1 ポイントを GET ！

イベント期間にポイントを稼ぐ

参加したみんなの合計ポイント数

開発途上国の子どもたちの学校給食を支援

我々のミッション

参加校募集中

日本の子ども 開発途上国の子ども

LEA
RNING EAT

１ポイント→ 0.5 円（日本円）／ 40 ポイント→  20 円（日本円）→ 学校給食 1 食分

１問正解 学校給食 1食分
※今後、条件が変わることがあります。

1
ポイント

40
ポイント

寄付金から学校給食への流れ　

お問合せ・詳細はこちら

FLAKWORKS inc.
URL　https://manabi-digital-sdgs.com/contact/

子どもたちの学習結果（正解数）をもとに、
協賛企業が寄付を提供し、TABLE FOR TWO  ※
を介して開発途上国の子どもたちに学校給食を
プレゼントする。
※ 特定非営利活動法人 TABLE FOR TWO International

子どもたちは、学校や家庭学習において、学習者用端末を使ったドリル学習に取り組みます。

子どもたち一人ひとりの正解数が、開発途上国の子どもたちの学校給食の支援に繋がります。

［  第１弾  ］イベントの概要・目的

プロジェクトサイトURL　　www.manabi-digital-sdgs.com

学校で学べる環境にいる子どもたちに “学ぶ目標” を
安心して学べる環境にいない子どもたちに “学ぶ環境 (学校給食 ) ” をプレゼントする。

子どもたちの学習活動を通じて、環境に恵まれない人たちを応援します。



SDGs への好奇心を育む

オリエンテーション動画

［ 第１弾 ］イベントパートナー

SDGｓの目標を子どもたち自身が主

体的に学び、友だちと社会の課題を

共有する機会を提供します。

特定非営利活動法人

TABLE FOR TWO International が支援

する国や地域の様子や国内外の取り

組みについて動画で紹介いたします。

子どもたち全員の正解数（学校単位）と
支援できる学校給食数を表示します。
先生、保護者、協賛企業が子どもたちの
活動を応援するサイトです。

■ 主な項目について

特定非営利活動法人
TABLE FOR TWO International について

jp.tablefor2.org

2007 年 10 月設立。“TABLE FOR TWO” を直訳すると「二人のための食卓」。
先進国の私達と開発途上国の子どもたちが食事を分かち合うというコンセプトの
もと、社員食堂や店舗で TFT ヘルシーメニューを購入すると、代金の内 20 円が
寄付となり、飢えに苦しむ世界の子どもに給食 1 食分をプレゼントすることが
できます。企業や官公庁、大学、病院など約 700 団体にご参加いただき、
東アフリカと東南アジアの 5 カ国（ケニア 、タンザニア、ルワンダ、ウガンダ、
フィリピン）を中心に、学校給食の提供、そして菜園・生産性向上プログラムの
支援を実施。これまでに累計 1 億食以上の学校給食を届けてきました。

■ お問合せ・詳細はこちら

FLAKWORKS inc.
URL　　https://manabi-digital-sdgs.com/contact/

イベントの流れ  2024年前半実施予定

約１ヶ月間─ 稼働日数（時間）は少ないです。

２日間ほど─ 空き時間や家庭で取り組みます。

※学校ページの内容は変更の可能性があります。
　予めご了承ください。

ドリルの正解数（子どもたち全員の合計）

学校給食の支援数

協賛企業などからのメッセージ

（子どもたち全員の合計）

企画・事業者 /　フラックワークス株式会社 [ info@flak.jp ]


